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☆秋田県における観測ロケットの実験☆

　ペンシルロケットの地上水平試験は，本年4月，国分

寺レyジで，また5月6月の両月生研構内の水槽レンジ

において行われ，その内国分寺実駈報告については本誌

8月号でベンシノLロケット特集号として編集された．そ

の後このぺyシルPケットに加えて，ベビー号のS型，T

型の各機を上空に打揚げる実験が8月初旬から9月下旬

にわたって行われ

た．場所は，広い

海面の得られる秋

田県由利郡岩城町

の道川海岸と決ま

り，秋田県庁初め

秋田海上保安部，

本荘警察署，岩城

町関係者等の絶大

な協力を得て，実

験は快適に進めら

れた．実験地は，

秋田県有地で防砂

用保安林育成中の

　　　　　　　　べピーT型ロケットが組上げられる地域に当り，秋田
　　　　　　　　と空中につ）1あげて地上性能試験が
県の了解を得て，　　　　　　　　　　行われる．

必要最小限の販設小屋，掩董ポール，ラソチヤー台等

を建設し，8月は，強い日光にさらされながら野外作業

に馴れることにもつとめつつ，ペソシルとベビーSの実

験を終えた．9月中旬から下旬へかけてのペビーTは，
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朝晩やや寒さを覚える天候とかわり，強風の吹く日は，

飛砂に頭髪をまつ白にさせながら作業がつづけられた．

　かくしてペンシル6機，ベビーS5機ベビーT5機

の飛翔実験は，大過なく終り，あとは10月下旬からU月

初旬にかけて行われるペビーRの実験を待つばかりとな

った．この聞，直接実験に従事する班員は，20－－40名

生研職員の外に，一部製作会社の技術者も加わっての構

成であり，近づくRの記録回収作業には，秋田海上保安

部員が実験班の一員となって活躍されることになってい

る．

附記　ペンシル　全畏30em，ベビー　全艮92cm－150　cm，　Sはシンプル

　　Tはテレメータリング，Rはリカバリーの陪語，

☆講 演☆

◇助教授　植村恒義　大学院学生　森f二照夫　　「超高速

度写真による各種管体の破壊機樽の研究」第5回応用力

学連合講演会　東大工学部において（1955．　9、　8）

◇研究員大和田信「燃線の製造過程がその弾性特性

におよぼす影響」同上（1955．9．9）

◇研究員　野本　明「対数根軌跡法」同上（同上）

◇助教授　水町長生「ラジアルガスタHビンの研究（第

1報）」目本機械r会秋季臨時大会　　北大工学部におい

て（1955、　9．．18）

◇助教授　浅原照三「金属塗装の前処理」日刊工業新聞

社主催講習会（1955．9，26）

◇教授　糸川英夫「ロケットについて」日本機械学会

H立地方講演会　日立製作所労働会館においてC1955・

9．30）
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